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　「チャランケ」とは、アイヌ語で談判、論議の意、「アイヌ社会における秩序維持の方法で、集落相互間又は集落内の個人間に、古来の社会秩序に反する行為があった場合、その行為の発見者が違反者に対して行うもの、違反が確定すれば償いなどを行って失われた秩序・状態の回復を図った」(三省堂『大辞林』より)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前内閣官房参与　峰崎直樹
原爆投下、広島・長崎の記念日に思う
　8月6日は広島に原子爆弾が投下された日である。今年は、68年目にあたる。ちょうど小生が生まれた年が原爆投下の前の年1944年10月なので、満年齢が68歳と言うことで、何回目の記念日なのか数えやすい。TBS系列のニュース23で、NHKのTVドラマ「八重の桜」のヒロイン綾瀬はるかさんが、原爆の歴史をたどった特集を報道している。昨年も実施されたようなのだが、今年の綾瀬はるかさんと昨年のそれとでは国民的注目度は全然違っているわけで、視聴率も高いようだ。原爆が投下された地獄のような状況の中で、新しい生命が誕生した話は感動的だった。
実は、小生も広島から20キロ東に離れた呉市で生れており、風向きが西側に向かっていたために放射能被害は直接的には出なかったようだ。でも、高校が広島市内にあったので、原爆に被爆した同級生も多くいたし、後輩には胎内被曝で障害を抱えている生徒もいたことを思い起こす。何よりも、広島に生まれて原爆の被害に遭ったことを隠す人たちが多かったことを覚えている。原爆二世の方たちにも白血病患者が出ることが多く、深刻な影響は確実に出てきているのだ。核廃絶への広島・長崎の方たちの思いを、政府や世界の指導者は真剣に受け止めてほしい。
安倍政権の強硬姿勢、国会運営・集団的自衛権問題
今後の国会運営の行方を暗示させる出来事が報じられている。民主党の高木国対委員長と社民党の照屋国対委員長の二人が、麻生副総理のナチス憲法発言に抗議するべく官邸に出向いたところ、にべもなく拒否されただけでなく、事前に了解を取っていなかったことを理由に、官邸に入ることすら阻止されたという。恐らく、今後の国会運営の行方は、このような強硬姿勢が露骨に表れるに違いない。
さらに、内閣法制局長官の人事でも、今までの慣例を破って一度も法制局での仕事をしたことのない外交官を、「集団的自衛権の容認」するための人事として強権的に任命したのだ。野党となった民主党は、今後どのようなたたかいを展開していけばよいのか、真剣に考えていく必要がありそうだ。
民主党は政権交代を経験した野党なのだ
問題は、なぜ政権交代をうまく機能させられなかったのか
　そうした民主党にとって大変重要なことは、少数野党であった民主党が選挙を通じて多数派となり、日本政治史の中で初めて政権交代を成し遂げたという貴重な経験を持っていることである。もちろん、その政権交代によって国民生活の向上をはじめとする成果を十分に挙げることができず、昨年12月の解散・総選挙によって自民党が政権交代を成し遂げたということなのだ。
考えるべきは、政権交代を成し遂げ、現実に政権運営の経験のある政党は、野党では民主党しかないという事実なのだ。その経験をどのように総括し、今後の政権交代にむけて生かしていけるのか、大変重要な局面に来ているように思えてならない。民主党の今回の参議院選挙の敗北の総括の不十分性や、参議院での民主党会派の会長選挙での党内対立のしこりの存在、などという問題が指摘されているようだが、今の民主党にとっては「なぜ政権交代がうまく機能させることができなかったのか」全党的に時間をかけてしっかりと総括していくべき時ではなかろうか。企業が倒産まじかになった時、何が問題であったのか、他人に責任をなすりつけ自分たちは正しかったと言ってもはじまらない。まさに、全社員が問題の所在を明確にするとともに、どのようにして問題を克服し信頼を回復させていけるのか、明確な戦略方向を打ち出して行く時なのだ。
牧原出著『権力移行』(NHK出版)から学ぶべき
　そうした観点から考えたとき、まことに貴重な著作が出版された。牧原出東京大学教授の書かれた最新作『権力移行　何が政治を安定させるのか』(NHK出版2013年6月刊)である。
牧原教授は、日本の憲政史上で少数野党が選挙を通じて政権交代を果たしたのが2009年の民主党政権であり、次いで2012年の自民党の圧勝と第二次安倍内閣の成立も、歴史的には二例目の「政権交代」の産物とされる。この著作の目的は、自民党だけが政権政党の時代から、政権交代が当たり前の時代になろうとしている今、民主党政権が経験した2009年の政権交代による混乱に陥らないようにするためにはどうしたらよいのか、と言うことの解明にある。
政権交代に見る長期政権と短期政権の違い
そのために、戦後日本の政治の歴史を振り返り、自民党の長期政権の秘訣や90年代に入って細川政権の樹立により政治改革が進められたことを時代の画期としてとらえ、さまざまな教訓を引き出されようとしている。そこでは、戦後長期政権を維持してきた自由民主党のリーダー間の政権継承の中に、断絶ではなく承継が人的に・制度的に進められてきたことを重要視されている。あえて前政権の時代から人的・制度的に断絶して政権移行を進めた田中政権や第一次安倍政権においては、意外に短命に終わっていることに注目している。あの小泉政権が長期政権になった背景には、竹中平蔵担当大臣という有能な政治家がいたこともあるのだが、官房長官は前政権から継続して福田康夫氏が就任し、小泉氏は「大統領的首相」をめざし、福田氏は「首相的官房長官」として支えたことも大きかったと指摘している。
政権担当能力をめぐる政党間競争に勝てるよう努力すべき
　中身の詳細については実際に読んでもらう以外にないのだが、一番の問題提起は「進化する政権交代」と題する第6章であろう。
政権交代が繰り返されるようになれば、次第に以前の政権の在り方を咀嚼し、自らの在り方に生かす政権が登場するようになるわけで、そのことを「政権交代の進化」としてとらえるとともに、政権担当能力をめぐる政党間競争がはじまったのだ、と前むきにとらえている。今、民主党にとってはこの政権担当能力をめぐる政党間競争の中にいることをしっかりと踏まえ、その競争に勝てるよう全力を挙げていく必要がある。
自民党安倍政権も「進化」していない
牧原教授は、なるほど民主党政権が2009年の政権交代で実際に混乱や停滞を起こしたことは間違いないが、実は小泉内閣以降の自民党政権の混乱ぶりは、まことにひどいもので、自民党はその混乱を克服したとは言えない、と見ておられる。その象徴として、かつて混乱を引き起こした張本人であった安倍氏の総裁復帰であり、現在の安倍内閣がマクロ経済政策以外に慎重な政策転換を図ろうとしているのは、野党時代に周到に政策転換を準備してこなかったことの表れだ、と見ておられる。少なくとも、この間の2回にわたる政権交代による政党の「進化」する道筋を、マスコミ関係者も想像することができていないとされている。
政権交代を円滑に進めるためのシンクタンクの存在
　牧原教授は、政党が「進化」するための条件を提示する。それは、与野党の次期総選挙にむけた準備だけでない。与野党・議会・行政に共通する政権交代のルール形成を含めた全過程について、一つひとつ改善を図り、日本政治の政権交代を深化させていくことが必要だと主張される。その際、イギリスで2008年に設立されたインスティチュート・フォア・ガバメントというシンクタンクを紹介している。そのシンクタンクは、まさに政権交代を円滑に進めるための制度の提案を行うものである。
民主党2009年のマニフェストを検証してほしかった
そのシンクタンクの各種報告書の中で、印象的だったのが、英国における2010年の政権交代に関して検証した報告書で、次にむけて改革すべき提言を出している。その中に、「野党は外部コンサルタントや官僚経験者からの助言を求めるべきこと」「連立合意の形成にあたって政党は政策項目ごとに要するコストなどについて十分に官僚と協議すべきこと」とあることに思わず目がむいた。日本の2009年の総選挙の民主党マニフェストについて、財源16．8兆円捻出の見通しや年金の完全一元化や最低保障年金7万円の創設など、ぜひともきちんとしたフィージビリティテストすべきであることを痛感しただけに、この問題提起には妙に納得してしまった。
牧原教授の提起する政権交代進化への4つの提言
牧原教授は、日本でもようやくはじまったばかりの政権交代を進化させるための制度設計を構想しつづける必要があり、そのための4つの提言をされている。大変貴重な提言なので、その点を項目的に触れておきたい。
第一は、野党時代に与党法案の修正に尽力するよりは、与党になった時に備えて実行可能な政策を構想すべきである。
第二に、政権獲得前の野党と官僚との接触ルールを整備しなければならない。特に、与党側の抵抗が予想されるわけで、マスメディアの監視機能が重要になる。(現在日本では官僚が政治家と自由に接触できているように見えるが、大半が政権側の立場に立った法案の根回しであり、野党側の政策作りへの支援はほとんどない。)
第三に、マニフェストを掲げ、その中でさしあたり着手可能な案件を絞り込むべきである。特に、外部からのアドバイザーの登用の在り方の整備が必要になる。
第四に、省庁再編は慎重に行うべきである。日本では法律事項なので、省庁再編は難しいのだが、政権交代して新制度が落ち着くまで2年近くかかるだけに、政権交代に習熟するまでは、省庁再編を構想するのは控え、既存の体制の中で政策革新を追求すべきである。
牧原教授、日本の参議院をどうしたら良いですか
もちろん、第四番目の提言などは、新政権が今までの政権とは異なるしくみをめざそうとするわけで、政権の力がある出発の時でなければ無理ではないか、と思ってきただけに、ちょっと考えさせる提言ではある。また、参議院と言うものをどのように考えるべきなのか、さらにドイツのような大連立政権の経験をどのように評価されているのか、牧原教授のご意見も聞いてみたい気がする。
民主党執行部に読んでほしい一節
最後に、今の民主党執行部に対してぜひとも読んでほしい一節があったので、以下記載して終わりたい。
「内外の政策課題が山積する状況下では、野党は政策革新の準備を十分に行わなければならない。そしてこの大胆な政策革新の基礎となるのは、遠い将来を見据えた長期的な政治構想である。これこそ、政権を奪取してから案出するのはまったく不可能である。(中略)政権交代の時代においては、これを野党時代の政権獲得前に十分検討しておく必要がある。」(224ページより)
早くこういうことが論議できる民主党になってほ
しいものだ。
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